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ご紹介下さい！あなたのお仲間

蕨商工会議所では、新入会員を

随時募集しています！

  商工会議所は、地域の商工業者の世論を代表し、商工業の振興に力を注いで、国民経済の健全な発展に寄

与するための地域総合経済団体です。金融・税務・労務・法律等の様々な分野であなたの企業をバックアッ

プいたしますので、 まだ当商工会議所に未加入の方がいましたら、ご紹介下さいますよう宜しくお願い致し

ます。     連絡先：蕨商工会議所   TEL 048-432-2655

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中

　蕨ケーブルビジョン㈱の
協力により、当所 1階エン
トランスにＣＡＴＶインター
ネット利用コーナーを設置
しております。会員の皆様
はもとより、市民の皆様の
どなたでもご自由に、お気
軽にご利用下さい。

●利用時間 

  午前８時３０分～午後５時

蕨ケーブルビジョン株式会社

  TEL 048-444-3333    E ｰ mail wink@catvwink.co.jp

・�非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内

お気軽にご連絡下さい。

蕨商工会議所ホームページ登録の案内

お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org

  蕨商工会議所では会員企業に限って企業紹介
ページを無料にて作成し、当所ホームページにて
ご紹介します。
  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

会議室名
定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室 ５２       ３，９６０       ７，９２０       ９，２４０

     全室

３階ホールＡ室

Ｂ室

１３０    

９０

    ４０

      ５，６１０

      ３，３００

      ２，３１０

   １０，８９０

      ５，９４０

      ４，９５０

   １７，４９０

   １１，２２０

      ６，２７０
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世俗の外で生きていると、

実は全てのことが

肯定されていると分かる。

全部が大丈夫に

できているものなのだ。

書道家 

金澤　翔子

「
大
丈
夫
」

会 議 所 行 事 予 定

No.620

１ SUN

２ MON

３ TUE

４ WED

５ THU ・埼玉県商工会議所連合会令和 6年度第 2回会頭会議

６ FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 3回中小企業相談所長会議

７ SAT

８ SUN

９ MON ・川口地区雇用対策協議会 第 2回理事会

10 TUE

11 WED ・令和 6年度第 7回マル経資金審査会

12 THU

13 FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 4回事務局長会議

14 SAT

15 SUN

16 MON

17 TUE ・令和 6年度おかめ市

18 WED ・日本商工会議所委員会

19 THU ・日本商工会議所委員会
・定例法律相談

20 FRI ・埼玉県商工会議所連合会経営指導員資格試験

21 SAT

22 SUN

23 MON

24 TUE

25 WED

26 THU

27 FRI ・仕事納め

28 SAT

29 SUN

30 MON

31 TUE

＜ＩＮＤＥＸ＞

 

常議員会を開催

令和７年度蕨市商工施策要望を決議�・・４・５

令和７年度税制改正要望�他� ・・・・・・６

埼玉県知事表彰、彩の国工場指定

空き店舗等の有効活用へ協定書締結�他�・・７

コラム

「職場のかんたんメンタルヘルス」� ・・・・８

INFORMATION� ・・・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより� ・・・・・・・・１０

ふタコが行く・お悩み相談� ・・・・・・１１

Interview「㈱ぱぱれすとらん」� ・・・・１２
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11
月
21
日
、
蕨
商
工
会
館
に
お
い
て
、
常
議
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
牛
窪
会
頭
が
議
長
と
な
り
議
事
が
進
め
ら
れ
、

上
程
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
商
工
施
策
並
び
に
市
補
助
金
に
係
る

要
望
（
案
）
に
関
す
る
件
」
他
１
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
の
蕨
市
商
工
施

策
要
望
は
、
前
年
度
と
同
様
に

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
環
境

整
備
を
基
本
に
、
項
目
別
の
具

体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。
本
紙
面
で
は
、
項
目
別

の
要
望
内
容
の
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。

　
議
案
第
２
号
に
つ
い
て
は
22

事
業
所
が
当
商
工
会
議
所
会
員

と
し
て
新
た
に
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

【
議
案
第
１
号
】

　
令
和
７
年
度
商
工
施
策
並
び

に
市
補
助
金
に
係
る
要
望
（
案
）

に
関
す
る
件

【
議
案
第
２
号
】

 

新
入
会
員
加
入
承
認
に
関

す
る
件

◇
蕨
市
補
助
金
・
小
規
模
企
業

指
導
相
談
事
業
補
助
金
の
安
定

的
・
継
続
的
確
保

　
管
内
商
工
業
の
振
興
を
下
支

え
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進

す
る
商
工
会
議
所
の
機
能
の
充

実
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
経
営

支
援
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
た

め
、
蕨
市
補
助
金
・
小
規
模
企

業
指
導
相
談
事
業
補
助
金
の
安

定
的
・
継
続
的
確
保
を
図
ら
れ

た
い
。

◇
中
小
・
小
規
模
事
業
者
支
援

の
一
層
の
強
化

　
地
域
の
経
済
や
雇
用
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
、
人
口
減

少
、
経
営
者
の
高
齢
化
等
の
我

が
国
社
会
経
済
の
構
造
変
化
に

加
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
中

心
と
し
た
物
価
や
賃
金
の
上

昇
、
人
手
不
足
な
ど
の
影
響
も

あ
り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
商
工
会
議
所
は
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
事
業

発
展
の
た
め
経
営
計
画
に
踏
み

込
ん
だ
伴
走
型
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
が

実
施
す
る
こ
れ
ら
の
経
営
支
援

事
業
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ

う
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

ら
れ
た
い
。

◇
円
滑
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た

支
援
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
の
一
層
の
浸
透

　
中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
大

企
業
と
の
価
格
交
渉
が
十
分
に

行
え
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
取
引
の
適
正
化
が
円
滑
に

進
む
よ
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
を
強
力
に
推
進

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
登
録

推
進
に
向
け
、
登
録
企
業
に
対

し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

な
ど
の
支
援
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

◇
経
営
・
技
術
革
新
支
援

①
創
造
的
技
術
開
発
の
支
援

令
和
７
年
度
商
工
施
策
に

関
す
る
要
望
事
項（
抜
粋
）

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
物
価

高
騰
に
対
す
る
支
援

③
経
営
革
新
対
策
の
推
進
支
援

④
経
営
発
達
支
援
事
業
、
事
業

継
続
力
強
化
支
援
計
画
に
対
す

る
支
援

⑤
創
業
支
援
事
業
計
画
の
積
極

的
な
推
進

⑥
中
小
小
規
模
事
業
者
の
連
携

促
進
支
援

⑦
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の

リ
ス
キ
リ
ン
グ
促
進
支
援

⑧
事
業
承
継
へ
の
支
援

⑨
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
魅

力
発
信
に
資
す
る
支
援

⑩
販
路
開
拓
取
引
斡
旋
の
支
援

⑪
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
支
援

⑫
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
事
業
に

対
す
る
支
援

⑬
福
利
厚
生
充
実
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
支
援

⑭
雇
用
維
持
の
た
め
の
取
り
組

み
支
援

⑮
外
国
人
労
働
者
の
活
用
支
援

⑯
生
産
性
向
上
対
策
、
人
手
不

足
解
消
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
化
等
の

支
援

⑰
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援

⑱
節
電
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
促
進
支
援

⑲
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
お

け
る
脱
炭
素
社
会
推
進
に
向
け

た
支
援

⑳
中
小
企
業
の
緊
急
時
事
業
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
促

進
支
援

㉑
事
業
再
構
築
へ
の
支
援

◇
健
康
経
営
の
取
組
み
支
援

 

従
業
員
等
の
健
康
保
持
・
増

進
の
取
り
組
み
が
、
将
来
的
に

収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ

る
と
の
考
え
の
も
と
、
健
康
管

理
を
経
営
的
視
点
か
ら
考
え
、

戦
略
的
に
実
践
す
る
「
健
康
経

営
」
は
労
働
力
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
に
あ
っ
て
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
と
っ
て
新
た
な

事
業
戦
略
や
人
材
確
保
と
い
う

面
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
健
康
経
営
を
推

進
す
る
専
門
人
材
育
成
の
助
成

措
置
や
自
社
で
専
門
人
材
育
成

が
困
難
な
企
業
へ
の
専
門
家
派

遣
制
度
の
創
設
な
ど
各
企
業
が

取
り
組
む
「
健
康
経
営
」
に
対

す
る
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

◇
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取
り
組
み
支
援

 
 

中
小
小
規
模
事
業
者
が
持
続

的
発
展
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
環
境
変
化
へ
の
対
応

令
和
７
年
度
蕨
市
商
工
施
策
に

関
す
る
要
望
を
審
議
・
承
認 
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商
工
施
策
に
関
す
る

要
望
書
を
市
に
提
出

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
指
針

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
中
小
小
規
模
事
業
者
に
お

い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
や

取
組
み
に
つ
い
て
大
企
業
と
比

べ
て
乏
し
い
の
が
実
情
で
あ
る

の
で
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
普
及
啓
発
活
動
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

取
組
み
企
業
へ
の
支
援
を
図
ら

れ
た
い
。

◇
金
融
対
策
支
援

①
市
融
資
制
度
の
周
知
徹
底
、

利
用
促
進

②
時
流
に
適
応
し
た
特
別
融
資

制
度
の
創
設

③
創
業
者
に
対
す
る
融
資
制
度

の
創
設

④
自
然
災
害
被
害
に
よ
る
円
滑

な
融
資
の
実
行

⑤
緊
急
時
に
お
け
る
資
金
繰
り

に
対
す
る
支
援

⑥
包
括
担
保
制
度
の
導
入
支
援

◇
働
き
方
改
革
推
進
に
伴
う
支

援
策
の
構
築

　
深
刻
な
人
手
不
足
に
よ
り
生

産
性
向
上
が
進
ま
ず
に
苦
慮
し

て
い
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者

は
一
方
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
短
時

間
労
働
等
の
多
様
な
働
き
方
導

入
へ
の
対
応
が
早
急
に
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
つ
い
て
は
、
働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
た
め
に
導
入
す
る
労

務
管
理
ソ
フ
ト
等
の
Ｉ
Ｔ
設
備

導
入
や
従
業
員
の
教
育
訓
練
等

に
係
る
費
用
の
補
助
、
ま
た
、

融
資
制
度
の
要
件
及
び
手
続
の

簡
素
化
に
よ
る
取
組
み
な
ど
の

支
援
策
の
構
築
を
図
ら
れ
た

い
。

◇
Ｄ
Ｘ
の
普
及
促
進
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
支
援

　
Ｄ
Ｘ
の
普
及
に
と
も
な
い
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
構
築
し
、
中

長
期
を
見
据
え
た
社
会
構
造
の

変
革
及
び
経
済
の
成
長
戦
略
を

描
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

は
大
企
業
と
比
べ
て
経
営
資
源

が
乏
し
く
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の

環
境
整
備
は
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

が
身
の
丈
に
合
っ
た
デ
ジ
タ
ル

実
装
を
行
う
た
め
の
支
援
策
を

積
極
的
に
講
じ
ら
れ
た
い
。

◇
ま
ち
づ
く
り
・
商
店
街
活
性

化
に
係
る
支
援 

①
中
小
小
売
商
業
・
商
店
街
及

び
個
店
の
活
性
化
の
た
め
の
支

援
の
強
化

②
空
き
店
舗
対
策
事
業
の
円
滑

な
推
進

③
飲
食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
に

対
す
る
支
援

④
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
対

応
支
援

⑤
商
業
基
盤
施
設
等
の
整
備
及

び
活
性
化
事
業
の
推
進
支
援

⑥
「
ま
ち
」
の
賑
わ
い
創
出
に

対
す
る
支
援

⑦
ま
ち
ゼ
ミ
、
ま
ち
バ
ル
事
業

の
推
進
支
援

⑧
蕨
市
商
業
の
振
興
に
関
す
る

基
本
条
例
の
制
定
に
基
づ
く
指

導
の
強
化
、
徹
底

⑨
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

立
ち
上
げ
や
運
営
等
に
対
す
る

支
援

⑩
新
商
品
開
発
支
援

⑪
蕨
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
等
の

外
部
発
信
、
販
路
開
拓
支
援

⑫
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
総
合
的
活
用
に

よ
る
魅
力
的
な
情
報
発
信

⑬
双
子
織
定
着
に
向
け
て
の
普

及
促
進
支
援

⑭
歴
史
文
化
及
び
ま
ち
な
み
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑮
中
心
市
街
地
へ
の
公
的
文
化

施
設
の
立
地
促
進

⑯
女
性
起
業
家
に
対
す
る
支
援

⑰
外
国
人
対
応
に
係
る
支
援

⑱
（
一
社
）
蕨
ブ
ラ
ン
ド
協
会

新  

入  

会  

員  
・
株
式
会
社O

v
e
r
 
T
h
e
 
C
l
i
p

・
秩
父
焼
肉
ホ
ル
モ
ン
酒
場

　
ま
る
助
　
蕨
店

・
株
式
会
社
永
寿
警
備

・
ヴ
ェ
ル
テ
ッ
ク

・
株
式
会
社A

L
L
 
W
I
N

・Y
e
s
c
o
m

株
式
会
社

・
Ｋ
・
Ａ
設
備

・R
o
s
e
q
u
a
r
t
z

・G
a
u
r
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

　
株
式
会
社

・B
a
l
l
e
t
 
S
t
u
d
i
o
 
C
A
T
S

・S
H
I
H
 
T
Z
U
 
F
L
O
W
E
R
 
D
o
g

　
ス
キ
ン
ケ
ア
美
容
室

・
株
式
会
社
Ｋ
Ｎ
Ｋ

・S
i
m
p
l
e
 
j
o
y
s

・
Ｓ
Ｔ
販
売
合
同
会
社

・
う
ち
の
総
務
合
同
会
社

・
株
式
会
社
庚
電
工

・
焼
肉
わ
ら
び
ホ
ル
モ
ン

　
肉
将
軍

・
た
ち
花

・
Ｓ
＆
Ａ
株
式
会
社

・
臼
田
屋
酒
店

・
夏
黎
株
式
会
社

・
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ

　
常
議
員
会
終
了
後
に
、
正
副

会
頭
、
専
務
理
事
が
賴
髙
英
雄

市
長
を
訪
問
し
、
蕨
市
当
局
へ

「
令
和
７
年
度
商
工
施
策
並
び

に
市
補
助
金
に
係
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
地
域
経
済

活
動
の
源
泉
と
な
る
管
内
中
小

小
規
模
事
業
者
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の
諸

施
策
推
進
と
、
補
助
金
確
保
を

要
望
し
ま
し
た
。

へ
の
支
援

⑲
蕨
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
へ
の
支
援　

⑳
観
光
事
業
の
積
極
的
推
進

㉑
体
験
型
観
光
資
源
の
発
掘
、

開
発
に
対
す
る
支
援
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商
工
施
策
に
関
す
る

要
望
書
を
市
に
提
出

が
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欠
で
あ
り
、
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指
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
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取
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求
め
ら
れ
て
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Ｓ
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Ｇ
ｓ
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図
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融
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②
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③
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④
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⑤
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⑥
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。
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す
る
労

務
管
理
ソ
フ
ト
等
の
Ｉ
Ｔ
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融
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Ｘ
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築
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で
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を
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を
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に
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。

◇
ま
ち
づ
く
り
・
商
店
街
活
性

化
に
係
る
支
援 

①
中
小
小
売
商
業
・
商
店
街
及

び
個
店
の
活
性
化
の
た
め
の
支

援
の
強
化

②
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③
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・
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等
に
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④
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
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の
対
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援

⑤
商
業
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等
の
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及
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化
事
業
の
推
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「
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の
賑
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に
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す
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⑦
ま
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、
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ル
事
業

の
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進
支
援

⑧
蕨
市
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の
振
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条
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の
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に
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の
強
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、
徹
底

⑨
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ス
の

立
ち
上
げ
や
運
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等
に
対
す
る
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援

⑩
新
商
品
開
発
支
援

⑪
蕨
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
等
の

外
部
発
信
、
販
路
開
拓
支
援

⑫
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
総
合
的
活
用
に

よ
る
魅
力
的
な
情
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⑬
双
子
織
定
着
に
向
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て
の
普

及
促
進
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援

⑭
歴
史
文
化
及
び
ま
ち
な
み
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑮
中
心
市
街
地
へ
の
公
的
文
化

施
設
の
立
地
促
進

⑯
女
性
起
業
家
に
対
す
る
支
援

⑰
外
国
人
対
応
に
係
る
支
援

⑱
（
一
社
）
蕨
ブ
ラ
ン
ド
協
会

新  

入  

会  

員  

・
株
式
会
社O

v
e
r
 
T
h
e
 
C
l
i
p

・
秩
父
焼
肉
ホ
ル
モ
ン
酒
場

　
ま
る
助
　
蕨
店

・
株
式
会
社
永
寿
警
備

・
ヴ
ェ
ル
テ
ッ
ク

・
株
式
会
社A

L
L
 
W
I
N

・Y
e
s
c
o
m

株
式
会
社

・
Ｋ
・
Ａ
設
備

・R
o
s
e
q
u
a
r
t
z

・G
a
u
r
i
 
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

　
株
式
会
社

・B
a
l
l
e
t
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t
u
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C
A
T
S
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H
I
H
 
T
Z
U
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L
O
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ス
キ
ン
ケ
ア
美
容
室

・
株
式
会
社
Ｋ
Ｎ
Ｋ

・S
i
m
p
l
e
 
j
o
y
s

・
Ｓ
Ｔ
販
売
合
同
会
社

・
う
ち
の
総
務
合
同
会
社

・
株
式
会
社
庚
電
工

・
焼
肉
わ
ら
び
ホ
ル
モ
ン

　
肉
将
軍

・
た
ち
花

・
Ｓ
＆
Ａ
株
式
会
社

・
臼
田
屋
酒
店

・
夏
黎
株
式
会
社

・
Ｃ
Ｏ
Ｚ
Ｙ

　
常
議
員
会
終
了
後
に
、
正
副

会
頭
、
専
務
理
事
が
賴
髙
英
雄

市
長
を
訪
問
し
、
蕨
市
当
局
へ

「
令
和
７
年
度
商
工
施
策
並
び

に
市
補
助
金
に
係
る
要
望
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
地
域
経
済

活
動
の
源
泉
と
な
る
管
内
中
小

小
規
模
事
業
者
の
意
欲
的
な
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の
諸

施
策
推
進
と
、
補
助
金
確
保
を

要
望
し
ま
し
た
。

へ
の
支
援

⑲
蕨
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

推
進
協
議
会
へ
の
支
援　

⑳
観
光
事
業
の
積
極
的
推
進

㉑
体
験
型
観
光
資
源
の
発
掘
、

開
発
に
対
す
る
支
援
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令和７年度税制改正に関する要望
「中小企業の活力強化に資する税制改革」
� 強力な税制支援を要望
　11 月 19 日に日本商工会議所との連名のもと、「令和７年度税制改正に関する要望」について、

地元選出の田中良生衆議院議員に提出致しました。本号では、要望内容 ( 抜粋 ) を掲載致します。

①中小企業の設備投資を後押しする税制の確実な延長・拡充
 中小企業の「稼ぐ力」の強化を後押しする税制は、確実に延長・拡充すべき。

・中小企業経営強化税制の延長と控除率引上げ、対象設備拡充 ( 建物を追加 ) を

・中小企業投資促進税制の延長を

・償却資産に係る固定資産税は本来廃止すべき。即刻廃止できないのであれば、廃止までの間、

現行の負担軽減措置の延長・拡充や新たな措置の創設により税負担の軽減を

②中小法人の軽減税率は税率 15％のまま延長・恒久化
 中小企業の資金繰り負担を緩和するともに、財務基盤の強化と前向きな成長投資を支える重要な

税制。税負担の増加は新たな成長投資に水を差す。

・中小法人の法人税率の軽減措置（19％→ 15％）の延長・恒久化を

③事業承継税制の延長・恒久化、役員就任要件の撤廃・見直し
 現行の特例措置は、地域経済を牽引する“地域貢献企業”の円滑な経営承継・事業継続や、若

返りを契機とした生産性向上・付加価値拡大に貢献する。中小企業の経営承継は永続的な課題で

あり、恒久化が望ましい。

・事業承継税制一般措置の拡充を（対象株式制限（２/ ３）の撤廃、猶予割合の１００％への引

上げ等）

・役員就任要件（３年）の撤廃・見直しを

④地域における民間投資拡大に資する税制の延長・拡充
 地域の稼ぐ力を強化するうえで、産業基盤の強化や新たな産業創出・転換が必要。

・地域未来投資促進税制の延長と控除率の引上げを

地域に貢献したい企業と地方自治体が一体となって地方創生を実現する。

・地方創生応援税制 ( 企業版ふるさと納税 ) の延長と拡充 ( 本社所在地自治体への寄附対象化 ) を

★中小企業の「稼ぐ力」の強化に向けた税政支援を！

◎埼玉県知事・県議会議長へ来年度施策及び予算編成に向けた要望書を提出
　10 月 30 日に開催した埼玉県商工会議所連合会議員大会において承認された「令和７年度埼玉県施

策及び予算編成に関する要望書」については、同連合会の正副会長が 11 月 19 日、大野元裕埼玉県知事、

齊藤邦明埼玉県議会議長のもとを訪れ、提出されました。

　埼玉県内における商工業の総合的な改善発達を図り、社会一般の福祉の増進に役立つことを目的と

して諸事業を推進するため、埼玉県からの支援が不可欠であることを上申し、令和７年度予算の確保

を強く要望しました。

　今後も当商工会議所は、地域経済団体として、関係機関および団体と連携を取りながら、官公庁へ

の意見要望活動を積極的に行ってまいります。
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★
商
工
会
議
所
会
員
向
け

共
済
・
損
害
保
険
制
度

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
報
告
★

　
10
月
～
11
月
に
渡
り
、
当
所

で
は
各
種
保
険
制
度
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
多
く
の
会
員
企
業

や
関
係
機
関
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
各
種
共
済
制
度
、

ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
・
業
務
災

害
補
償
プ
ラ
ン
等
の
推
進
を
図

り
ま
し
た
。
お
問
合
せ
は
通
年

で
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

当
商
工
会
議
所
副
会
頭

　德
丸 

平
太
郎 

氏

　
　埼
玉
県
知
事
表
彰
　

 
 

当
商
工
会
議
所
副
会
頭
の
德

丸
平
太
郎
氏
（
德
丸
織
物
㈱
　

代
表
取
締
役
）
が
埼
玉
県
知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
11
月
14
日

に
埼
玉
会
館
で
開
催
さ
れ
た
表

彰
式
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
同

氏
は
、
蕨
市
の
産
業
功
労
な
ら

び
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
持
続
的
発
展
に
長
年
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

ＪＭＧ株式会社
「 彩 の 国 工 場 」 に 指 定！ 
 当商工会議所会員のＪＭＧ㈱（代表取締役社

長　宿利 元 氏）が、令和 6 年度「彩の国工場」

に指定されました。

 指定式が 10 月 31 日にさいたま市内で行わ

れ、大野元裕埼玉県知事より、指定書および

プレートが交付されました。

大
野
知
事
（
写
真
右
）

宿
利
社
長
（
写
真
左
）

共
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　あ
ん
し
ん
共
済
加
入
者
感
謝
の
会
を
開
催�

空き店舗等の有効活用へ

当所含めた４団体

　　　　協定書を締結

　
空
き
店
舗
等
の
有
効
活
用
を

推
進
す
る
当
商
工
会
議
所
で
は

こ
の
度
、
「
蕨
市
」
、
「
㈱
埼
玉

り
そ
な
銀
行
」
、
「
㈱
ジ
ェ
ク
ト

ワ
ン
」
と
、
蕨
市
内
に
お
け
る

『
空
き
店
舗
等
の
有
効
活
用
等

の
促
進
に
関
す
る
協
定
』
を
締

結
致
し
ま
し
た
。
11
月
14
日
に

締
結
式
を
行
い
、
４
団
体
が
連

携
、
協
力
し
、
空
き
店
舗
等
の

有
効
活
用
等
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
蕨
市
の
に
ぎ
わ
い

スキーム図

　
当
商
工
会
議
所
が
運
営
す

る
あ
ん
し
ん
共
済
制
度
（
引
受

保
険
会
社
：
ア
ク
サ
生
命
保

険
㈱
）
の
加
入
事
業
所
を
対
象

と
し
た
共
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
あ

ん
し
ん
共
済
加
入
者
感
謝
の

会
」
を
11
月
21
日
、
ピ
ッ
ツ
ェ

リ
ア 

オ
オ
サ
キ 

本
店
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
飲
食
を
交
え
な
が

ら
、
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

共
済
制
度
へ
の
理
解
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
事
業
所
の

皆
様
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

牛窪会頭（写真左）

や
交
流
の
場
を
創
出
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
旨

を
確
認
し
ま
し
た
。
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商
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会
議
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会
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済
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保
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ー
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報
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。
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い
つ
の
頃
か
ら
か
、
「
電
話
は
オ

ワ
コ
ン
（
終
わ
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
）
」

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ル
チ
タ
ス
ク
に
追
わ
れ
、
人
手
も

少
な
く
余
裕
が
な
い
状
況
で
、
お
互

い
が
時
間
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
用
を

な
さ
な
い
ツ
ー
ル
を
排
除
す
る
方
向

に
向
か
う
の
は
あ
る
意
味
自
然
で

す
。
い
つ
で
も
気
兼
ね
な
く
送
れ
て
、

相
手
も
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
封

で
き
る
メ
ー
ル
が
台
頭
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
す
。

　
「
相
手
の
時
間
を
奪
う
」
と
揶
揄

（
や
ゆ
）
さ
れ
る
電
話
で
す
が
、
果

た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
こ
そ
膨
大
な

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
の
業

通
常
は
そ
の
よ
う
な
長
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
だ

け
考
え
て
も
情
報
量
の
差
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
電
話
番
号
を
大
々
的
に
不
特
定
多
数

に
開
示
す
る
の
は
、
理
不
尽
な
ク
レ
ー

ム
や
勧
誘
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
な
ど
、
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
交
流
が
あ
る
人
や
取
引

先
と
の
電
話
の
利
用
は
む
し
ろ
、
大
量

の
情
報
を
伝
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
基
本
的
に
、
就
業
時
間
内
（
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め

や
り
と
り
で
き
る
時
間
帯
を
共
有
し
て

お
く
と
良
い
）
で
あ
れ
ば
、
い
つ
電
話

を
か
け
て
も
マ
ナ
ー
違
反
に
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
手
が
離
せ
な
い
と

き
は
相
手
が
出
な
い
は
ず
で
す
の
で
、

そ
こ
ま
で
気
を
使
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
電
話
は
緊
急
時
に
使
用
す

る
ツ
ー
ル
と
い
っ
た
認
識
も
強
い
こ
と

か
ら
、
留
守
電
に
な
っ
た
ら
、
一
言
用

件
を
残
し
て
お
く
配
慮
が
で
き
る
と
良

い
で
す
ね
。

　
若
い
世
代
を
中
心
に
、
電
話
を
敬
遠

務
の
半
分
は
、
メ
ー
ル
の
返
信
に
明
け

暮
れ
て
い
る
と
い
う
話
も
よ
く
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
電
話
は
文
字
だ
け
で
は
伝

え
き
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
共
有
す
る

た
め
に
は
必
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。
特
に
、

相
手
と
の
行
き
違
い
が
あ
っ
た
と
き
に

は
、
何
度
も
文
字
で
や
り
と
り
す
る
よ

り
も
、
電
話
を
か
け
て
確
認
す
る
こ
と

で
あ
っ
さ
り
と
誤
解
が
解
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
字
ツ
ー
ル
と
比
べ
て
伝

え
合
う
情
報
量
が
圧
倒
的
に
多
い
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
ス
ピ
ー
チ
原
稿
は
、
１
分
間
に
約

３
０
０
文
字
を
目
安
に
作
成
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
基
に
考
え
る

と
、
数
分
間
の
や
り
と
り
で
数
千
字
の

情
報
を
伝
え
合
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

す
る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
一

つ
と
し
て
の
ス
キ
ル
は
、
社
内
教
育

を
し
て
で
も
残
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

�

代
表
理
事

　大
野

　萌
子

「
電
話
の
良
さ
を
見
直
そ
う
」
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 INFORMATION

LOBO調査

 

10月の調査結果

業況ＤＩは、物価高による消費低迷が
続き、再び悪化。先行きは、長引く経
営課題多く、力強さを欠く
　全産業合計の業況 DI は、▲ 17.2（前月比▲

3.1 ポイント）。小売業は、消費者の買い控え

が重く、悪化した。サービス業は、秋の行楽

シーズンで宿泊業は堅調な一方、生活関連サー

ビス等が下押しし、悪化した。また、卸売業

は、小売業・サービス業からの引き合い減少

に加え、農畜産水産物関係では天候不順によ

る価格高騰で収益悪化も見られ、悪化した。

建設業は、資材価格の高騰や住宅関連の受注

不振で、悪化した。製造業は、自動車関係が

けん引し、改善したが、小幅に留まっている。

原材料・電気代の高騰や最低賃金の引上げ等、

コスト増が続いている。また、深刻な人手不

足の中、人材確保に向けた賃上げ等を行って

いるものの、価格転嫁は十分に追いついてお

年末年始営業

のお知らせ

金融情報

　当商工会議所の年末年始の業務は下記の

通りとなります。

◆年末年始営業◆
１２月２７日 ( 金 ) 年内最終営業日

１２月２８日 ( 土 ) ～１月５日 ( 日 ) 休業

１月６日 ( 月 ) 通常営業開始

マル経資金
金利1.45％

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人   

  以下）

○蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の

　経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
  運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
  年 1.45%（11 月 30 日現在）

お知らせ

らず、中小企業の業況は再び悪化に転じた。

　先行き見通し DI は、▲ 15.1（今月比＋ 2.1

ポイント）

　電気・ガス代への補助などが見込まれる

新たな経済対策や、高い賃上げに伴う冬の

賞与増加による消費拡大への期待感がうか

がえる。

　一方、長引く物価高の中、実質賃金が再

びマイナス転換し、個人消費の低迷が景気

回復の足かせとなっている。また、コスト

増や人手不足、価格転嫁の遅れ等、経営課

題は長期化しており、中小企業の先行きは

力強さに欠ける。

　高校、大学等への入学時・在学中にかか

る費用を対象とした公的な融資制度です。

お子さま１人につき３５０万円以内を、固

定金利（年 2．35％（令和 6 年 11 月 1 日現

在））で利用でき、在学期間内は利息のみの

ご返済とすることができます。

詳しくは、「国の教育ローン」で検索して

いただくか、下記のコールセンターへお問

い合わせください。

〔教育ローンコールセンター〕0570-008656
（ナビダイヤル）または（03）5321-8656

お知らせ
「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）
のご案内
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いただくか、下記のコールセンターへお問

い合わせください。

〔教育ローンコールセンター〕0570-008656
（ナビダイヤル）または（03）5321-8656

お知らせ
「国の教育ローン」
（日本政策金融公庫）
のご案内
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『秋期健康診断』

『中仙道武州蕨宿 宿場まつり』

　11 月 3 日 ( 日 )、蕨市旧中仙道において、「中

仙道武州蕨宿宿場まつり」が開催されました。

　当商工会議所では会員ブースを設け、会員事業

所が出店したほか、銘菓「わらびの蕨もち」およ

び双子織関連商品等を販売しました。

　11 月 11 日（月）、蕨商工会館３階多目的ホー

ルにおいて、会員事業所の事業主、家族、従業

員を対象とした「秋期健康診断」を実施しまし

た。当日は、戸田中央総合健康管理センターの

協力のもと、約 60 名が受診されました。

　当商工会議所では年２回（春・秋）の「定期

健康診断」と「生活習慣病検診」も実施してお

りますのでぜひご利用ください。

蕨商工会議所青年部とは
　昭和６２年１１月「行動する商工会議所に若い活力」をモットーに、次代を担う若手経営者

の総意により結成した、「若手経営者の異業種交流の場」と言えます。

　同じ地域社会で生活する約 100 名の青年経済人が、資質の研鑽を通じて地域社会の発展に寄

与することを目的に、研修会、親睦事業、イベント事業の開催をはじめ、蕨商工会議所が展開

する諸事業にも積極的に参加しております。どうぞお気軽にお問い合わせ下さい！

　　　　　●入会資格　�蕨商工会議所の会員事業所の経営者、または後継者で５０歳未満の方な�������������

らどなたでも入会できます。

　　　　　●年会費　��20,000 円

　　　　　●事務局　��〒 335-0004　蕨市中央 5-1-19　Tel：048-432-2655

青年部メンバー募集中！

青年部 HP は

←こちら
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ふ
タ
コ
】
最
近
、
街
を
歩
い
て
い
た
ら
、

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
操
作
し
て
い
て
、
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
っ
た
よ
。

【
経
営
指
導
員
】
そ
れ
は
怖
か
っ
た
ね
。

【
ふ
タ
コ
】
う
ん
。
い
わ
ゆ
る
「
な
が
ら

運
転
」
を
す
る
人
っ
て
結
構
多
い
よ
ね
。

取
り
締
ま
る
法
律
と
か
は
あ
る
の
？

【
経
営
指
導
員
】 

11
月
か
ら
道
路
交
通
法

が
改
正
さ
れ
て
、
自
転
車
の
「
な
が
ら

ス
マ
ホ
」
や
「
酒
気
帯
び
運
転
」
の
罰

則
規
定
が
整
備
さ
れ
た
ん
だ
。
事
業
者

自
身
や
従
業
員
に
も
関
係
す
る
よ
。

【
ふ
タ
コ
】
そ
う
な
の
。
ぜ
ひ
教
え
て
！

【
経
営
指
導
員
】 

で
は
今
回
は
、
11
月
１

日
に
改
正
さ
れ
た
道
路
交
通
法
に
つ
い

て
少
し
説
明
す
る
ね
。

道
路
交
通
法
の
改
正

　
自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
等

に
起
因
す
る
交
通
事
故
が
増
加
傾
向
で

あ
る
こ
と
及
び
自
転
車
を
酒
気
帯
び
状

態
で
運
転
し
た
際
の
交
通
事
故
が
死
亡
・

重
傷
事
故
と
な
る
場
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
新
し

く
罰
則
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

★
運
転
中
の
な
が
ら
ス
マ
ホ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
手
で
保
持

し
て
、
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
通
話
す

る
行
為
、
画
面
を
注
視
す
る
行
為
が
新

た
に
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
停
止
中
の
操
作
は

対
象
外
で
す
。

・
違
反
者
：
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た

は
10
万
円
以
下
の
罰
金

・
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
：

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下

の
罰
金

★
酒
気
帯
び
運
転
及
び
ほ
う
助

　
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
の
ほ
か
、

酒
類
の
提
供
や
同
乗
・
自
転
車
の
提
供

に
対
し
て
新
た
に
罰
則
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

・
違
反
者
：
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

50
万
円
以
下
の
罰
金

・
自
転
車
の
提
供
者
：
３
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰
金

・
酒
類
の
提
供
者
・
同
乗
者
：
２
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の
罰
金

【
ふ
タ
コ
】�

酒
気
帯
び
運
転
及
び
ほ
う

助
で
は
、
酒
類
・
自
転
車
の
提
供
者
ま

で
罰
則
の
対
象
に
な
る
ん
だ
。

【
経
営
指
導
員
】�

関
係
す
る
事
業
者
の

方
は
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

♪キラリと輝く蕨の女性を紹介♪

ふタコが行く

女性特集 VER.

ふタコんにちわ！

今号はわたし、 ふタコが 「キラリと輝く蕨

の女性」 を紹介していくよ♪♪

第 42 回目は、 南町で飲食店を営む

「そば処　満留賀」 の

鈴木よしゑさんをご紹介するよ。

ふ
タ
コ
の
お
悩
み
相
談

 

　
　～
経
営
上
の
悩
み
を
当
商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
が
解
決
し
ま
す
～

店

舗

外

観
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　愛知県豊川市出身の鈴木さんは、 昭和 40 年にご主人の誠氏とご

結婚されると同時期に、 お二人で 「そば処　満留賀」 を開業されま

した。 ご主人のご両親との同居、 3 人の子育てをご経験され、 現在

は息子さん夫婦と一緒にお店を営業し、来年開業60周年を迎えます。

　お子様からご年配方まで安心して入れる 「気さくさ・明るさ」 がモッ

トーである店舗を営業するため、 健康管理に注意し、 真心を持って

接客することを心がけていらっしゃるとのことです。 また、 お客様が

親子 2 代、 3 代でご来店されることがとてもうれしいそうです。

　最後に働く女性に向けて、 「笑顔で働けることは素晴らしいことで

す。 お客様をお迎えするために必要なことであり、 自分自身に幸せ

をもたらしてくれると思うからです。 一つ一つのご縁を大切にしてい

きたいです」 とメッセージをいただきました。

お問合せ 

住所：蕨市南町 4-35-1 

電話：048-441-5640

営業：11 時～ 15 時、17 時～ 20 時

定休：木曜日 ※駐車場２台有

よ
し
ゑ
さ
ん
（
写
真
右
）

誠
さ
ん
（
写
真
左
）
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㈱ぱぱれすとらん
代表　ＴＡＭＩＯ

　
今
回
は
蕨
市
錦
町
で
お
弁
当

の
調
理
・
販
売
を
営
ん
で
い
る

㈱
ぱ
ぱ
れ
す
と
ら
ん
の
代
表
、

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
さ
ん
に
お
話
を
お

伺
い
し
ま
し
た
。
蕨
・
戸
田
で

育
っ
た
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
さ
ん
は
、

夫
婦
揃
っ
て
錦
町
に
あ
っ
た
お

弁
当
屋
さ
ん
「
徳
屋
」
の
大

フ
ァ
ン
。
そ
の
徳
屋
さ
ん
が
閉

店
す
る
と
知
っ
た
お
二
人
は
何

と
そ
の
日
す
ぐ
に
オ
ー
ナ
ー
に

直
談
判
。
長
年
蕨
で
愛
さ
れ
て

き
た
味
を
承
継
し
た
い
と
お
願

い
し
、
オ
ー
ナ
ー
監
修
の
も
と
、

「
ぱ
ぱ
れ
す
と
ら
ん
弁
当
部
」
と

し
て
復
活
し
ま
し
た
。
店
名
の

由
来
は
、
ず
ば
り
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｏ

ぱぱれすとらん弁当部
住所 ：蕨市錦町 1-10-11

電話 ： 048-441-2855

営業時間 ： 9:30 ～ 17:00

定休日 ：日曜 ・祝日

公式Ｘ ： ＠ paparestaurantt

さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
か
つ
て

夢
見
た
光
景
。「
元
コ
ッ
ク
の

主
人
が
作
る
オ
ム
レ
ツ
を
、

『
い
つ
か
パ
パ
の
開
い
た
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
べ
た
い
』、
そ
ん

な
娘
の
昔
の
夢
か
ら
つ
け
ま

し
た
」
と
の
こ
と
。
お
店
の

ロ
ゴ
は
、
今
で
は
す
っ
か
り

大
き
く
な
っ
た
お
子
さ
ん
が

手
掛
け
た
そ
う
で
す
。「
手
か

ら
手
へ
、
お
客
様
の
笑
顔
の

た
め
に
真
心
込
め
て
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
そ
し
て
徳
屋
で
親

し
ま
れ
て
き
た
味
と
お
手
頃

さ
は
そ
の
ま
ま
に
、
日
替
わ

り
メ
ニ
ュ
ー
等
、
多
様
な
商
品

開
発
を
進
め
、
お
弁
当
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
は
何
と
90
種
類
以

上
に
上
り
ま
す
。「
会
議
な
ど

様
々
な
シ
ー
ン
に
合
う
よ
う
、

常
に
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
を

心
掛
け
て
い
ま
す
！
」
と
の
こ

と
で
し
た
。「
後
継
者
が
い
な

い
が
故
に
、
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
地
域
の
名
店
の
思
い
を
、

余
さ
ず
受
け
継
い
で
い
き
た

い
」
と
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｏ
さ
ん
は
語

り
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず
れ

は
「
弁
当
部
」
の
よ
う
に
、
お

店
と
周
り
の
人
々
の
思
い
を
承

継
し
た
新
し
い
「
部
」
を
、
た

く
さ
ん
作
っ
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
子
供
の
夢
と
名

店
の
味
、
そ
し
て
蕨
へ
の
思
い

を
紡
い
だ
お
弁
当
、
あ
な
た
も

食
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？

 
 

（
取
材  

末
木 

友
弘
）

↑インスタグラム

＠ minnano_papa_

　　　resutoran

（ ビジネスネーム ）

【蕨商工会議所】　

℡ 048-432-2655　ＦＡＸ 048-444-1785

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！

さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。

Interview 
会 社 紹 介 


